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これは、2015 年 6 月 30 日のエイモリー・B・ロビンスによる Telebriefing の内、雑誌 Forbes（フォーブス）に書かれた記事（”How Opposite Energy Policies Turned Fukushima Disaster Into A Loss 
For Japan And A Win For Germany” 掲載 2014 年 6 月 28 日）について解説した部分の記述であり、その内容をエイモリー・B・ロビンスの許可を得て、グリーン・アクションが和訳したものである。

日本の上質な再生可能エネルギー資源はドイツの 9倍

日本は化石燃料には乏しいですが、多くの再生可能エネ

ルギーにめぐまれています。事実、主要工業国の内では、

最も多くの再生可能エネルギー資源を所持しています。そ

の上質な再生可能エネルギー資源をドイツの 9 倍持ってい

るにも拘わらず、日本の水力以外の再生可能エネルギーに

よる発電量はドイツの 9 分の１に過ぎません。これは不可

思議な矛盾で、全く計算が合いません。なぜこの様な事が

おきているのか考えてみましょう。

再生可能エネルギー発電量：日本は約 2％、ドイツは約 30％
（水力以外の全電力 2015 年現在）

独日両国では、福島の事故以前の 2010 年において、電

力の３割近くが核エネルギーによって作られていました。

福島の惨事の後、日本は当然のことながら原子力による発

電力を失いました。ドイツは、数日以内に古い原子炉でま

かなっていた発電（原子力発電の 41％）を停止し、10 年

前に業界と合意した原子力発電段階的停止計画を一年前

倒しにして復活させました。同年以内に、この部分的原

子力発電停止によって損失した 23％の電力の殆どを主に

再生可能エネルギーによって補い、2 年後にはその損失の

108％、70 ギガワットを再生可能エネルギーによって回復

させました。今までの再生可能エネルギー導入速度から推

定すると、来年度には、福島事故以前の核エネルギーによ

る発電量を再生可能エネルギーによって完全に補うことが

できるはずです。

現在、水力以外の再生可能エネルギーによる発電量は、

ドイツでは全電力の約 30％ですが、日本では約 2％です。
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40 年以上にわたり、米国のエネルギー省をはじめとする各国政府機関や、世界中の大手企業のアドバイザーを務め、主に先進エネルギー
や資源効率、戦略、安全保障、統合設計デザインについて助言している。30 冊の著作、450 の研究論文を発表しており、受賞した賞は、ブルー・
プラネット賞、ザイード未来エネルギー賞、日産賞、ライトライブリフッド賞（もう一つのノーベル賞）など多数。2009 年にはタイム誌
が選ぶ「世界で最も影響力のある 100 人」、フォーリン・ポリシー誌が選ぶ「世界の頭脳 100 人」に選ばれた。名著「新しい火の創造」（ダ
イヤモンド社）では、クリーン・エネルギーで経済成長させるための具体的ビジョンを提案し、企業が新たなエネルギー時代を築くための、
収益性のある実際的な道筋を示している。

（公益財団法人 自然エネルギー財団 HP より）

東京電力の原子炉停止による
電力量損失分の埋め合わせは節電のみ

私は長年日本で積極的に活動しており、日本自然エネ

ルギー財団の理事でもあります。日本国内で電力消費量

が最も高い東京圏内では、地域の電力会社である東京電力

（TEPCO）の原子炉停止による電力量の損失は、節電によっ

てのみ補われました。日本全域で行われた節電の効果は、

損失量の約半分に止まり、再生可能エネルギーの利用で補

われたのは、ほんの僅かでした。福島事故後のエネルギー

政策は、日本とドイツでどう違うか見てみましょう。

日本：古い電力供給体制保持のため、化石燃料の輸入増加
ドイツ：自由競争による電力の利用効率の向上と、

再生可能エネルギーへの切り替え

政策の戦略として、日本は化石燃料の輸入を増加して発

電量を増加し、ドイツは電力の利用効率を上げることと発

電を再生可能エネルギーに切り替えました。日本の主要目

的は古い電力供給体制を保持することであり、ドイツは新

しい発電体制を可能にすることでした。日本の政策の重点

は、大手電力会社を競争相手から保護することでした。そ

のため卸電力市場の義務付けはなく、総電力の１％のみが

取引されるに過ぎませんでした。一方ドイツでは、完全に

公正な自由競争、卸電力市場の義務付け、透明な電力の売

買が実行されました。再生可能エネルギー利用による電力

には、送電網の使用権、優先権が与えられました。電力の

優先権は経済的基準によって評価されました。「再生可能

エネルギー利用による電力は、操業コストも燃料代もいら

ず、少しの維持費を必要とするだけであり、燃料利用で費

用のかかる電力より優先して送電されるべきである。」こ

れが経済的電力供給の基本原則であり、ドイツの法律に組

み込まれたのです。



ドイツ：発電の所有権を民主化

日本では、再生可能エネルギーによる発電の所有権は大

手会社が持つことが重視されます。始めはとくにそうでし

た。一方ドイツでは、その所有権を民主化し、その正当な

利益が全ての投資家に戻るようになっています。大手会社

が破産の危機に面した際、昨年の 8 月に法律改正によって、

大手会社に有利になる方向に戻されたにも拘らず、一般市

民や地域団体が再生可能エネルギー会社の半数を所有して

います。

ドイツの再生可能エネルギー会社：
国全体の送電網において優先的に送電出来る権限を持っている

送電網の利用権については、日本では大手電力会社が送

電線を所有し、再生可能エネルギー会社のような競争相手

による送電網の利用は、理由の有無に拘わらず拒否するこ

とが出来ます。経産省が最近その権限を正当化し助長した

ため、再生可能エネルギー発電の資金の調達は非常に難し

くなっています。何故なら、投資して電力を作っても大手

電力会社が買い取るという保障がないからです。大手電力

会社は買い取り拒否をしても、その理由を説明する事を必

要とされていません。ドイツでは、再生可能エネルギー会

社は送電網使用権を自動的に獲得することができ、以前に

申し上げたように国全体の送電網において優先的に送電出

来る権限を持っています。

日本とドイツ：正反対の政策の結果

世界の 3 位および、4 位の経済大国である日本とドイツ

の政策は、これら全ての観点において、全く正反対のもの

です。これは小さい実験であり結果がどう異なったかとい

うと、日本では電力不足と不便を経験し犠牲を払い、そし

て冷房なし又は弱い冷房のため蒸し暑い夏に苦しみまし

た。ドイツでは電力不足も起こらず、今までに無い電気量

の輸出が続けられ、電力の安定性は非常に高くアメリカの

10 倍を維持しました。

経済的活力から言うと、日本の経済は低迷して不安定で

したが、ドイツはヨーロッパ内では最も強靭な経済力を

持っています。福島事故以前の 2010 年から 2012 までの 7

四半期に、ドイツでは化石燃料が輸出されましたが、日本

では化石燃料の輸入が 10 兆円上昇しました。更に日本は、

液体天然ガスでは世界第一位、石炭と全エネルギーでは第

二位そして石油では第三位の輸入国となりました。ドイツ

では化石燃料の輸入が減り、石炭、石油そして天然ガスの

輸入が 46％減少しました。

日本では電気料金の小売価格は 20% 上昇し、工業用価

格は米国や韓国の 2 倍となりました。ドイツでは、大手企

業が払う卸価格は 60％以上減少し、さらに降下しつつあ

ります。電力会社の二酸化炭素排出量は、日本では大量の

化石燃料を消費したために約 30％上昇しましたが、ドイ

ツでは横ばいか又は減少しつつあります。事実、昨年発電

に使用された化石燃料の消費量は、この 35 年間で最低と

なりました。ここに、逆のエネルギー政策は全く逆の成果

を生むことが証明されたのです。

原子力業界、石炭業界によるキャンペーン
「ドイツのエネルギー政策は失敗である」について

皆さんは、この 2 年間ドイツ語を読まない英語圏の人々

を説得するために一斉に流された「ドイツのエネルギー政

策は失敗である」というキャンペーンと、私がドイツにつ

いて今述べた事、又は記事に書いた事とは全く逆であるこ

とに驚かれたかもしれません。事実は、ドイツのエネルギー

政策は相当な成功を収めています。しかしこの「成功」は

もちろん原子力業界、石炭業界にとっては、業界の筋書き

と相反するため非常に都合が悪いのです。それでこれらの

業界はこの情報を抑えようとしており、彼らはそれに充分

成功していると言えます。何故なら、エネルギー問題が良

く解っているはずの私の聴衆の皆さんから、ドイツについ

ての多くの間違った考えに関する質問を次々と受けるから

です。それは、ドイツ語の書類を読める人なら誰も一瞬た

りとも支持しないような内容なのです。

日本の上質な再生可能エネルギー資源はドイツの 9倍
日本の再生可能エネルギーによる発電量はドイツの 9分の１
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